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201８年神奈川県人事委員会勧告・報告
月例給、一時金ともに5年連続の引上げ（月例給690円0.17％、一時金0.05月）
地域手当は今年4月に遡って0.04％増の11.94％、来年4月以降は12％、初任給1,500円増
県人事委員会は10月17日、県議会議長と県知事に対して、2018年の「給与等に関する報告及び勧告」を行いました。その概要は以下のとおりです。

＜勧告のポイント＞

○　本年の給与改定

～月例給、期末・勤勉手当とも5年連続の引上げ～

・月例給の公民給与の較差は697円（0.17％）

　・較差を解消するため、給料表の引上げ改定と地域手当の支給割合を引上げ（11.9→11.94%）

　・期末・勤勉手当(ボーナス)を0.05月分引上げ

（年間支給月数4.40月→4.45月）

＜報告及び勧告の内容＞

１　本年の給与改定

＜公民の給与比較＞

	職員の給与(A)
	民間の給与(B)
	較差(B)－(A)

	399,640円
	400,337円
	697円(0.17％)


[較差の配分]　給料表492円　地域手当139円

はね返り分59円　※1
※1　給料を算定基礎とする手当等の影響額

 (1)月例給

　ア　給料表

本年4月分の職員の給与と民間従業員の給与との均衡を図るため、給料表を引上げ改定。改定に当たっては、初任給を中心とした若年層に重点を置きながら、給料表全体を引上げ

　イ　地域手当
公民較差の解消及び給与制度の総合的見直しを円滑に進める観点から、支給割合を0.04％引き上げて11.94％に改定

 (2) 期末・勤勉手当（ボーナス）
民間の特別給の支給月数との均衡を図るため、支給月数を0.05月分引き上げて勤勉手当に配分

　勤勉手当の支給月数は6月期及び12月期が均等になることが基本であるが、今年度分は任命権者が配分を検討し決定
	職員の支給月数(A)
	民間の支給月数(B)※2
	差(B)-(A)

	4.40月
	4.45月
	0.05月


※2　民間の支給実績4.43月を二捨三入し4.45月

一般の職員の場合の支給月数

	区分
	6月期
	12月期
	年間

	30年度
	期末手当
	1.225月
	1.375月
	4.45月

	
	勤勉手当
	1.85月
	

	31年度以降
	期末手当
	1.3月
	1.3月
	4.45月

	
	勤勉手当
	0.925月
	0.925月
	


(3) 実施時期

2018年4月1日に遡及して実施。ただし、期末・勤勉手当については、今年度は任命権者が定める配分に応じた日、2019年度以降は2019年4月1日

２　給与制度の総合的見直しにおける地域手当の支給割合

2015年4月から実施している見直しを、2019年4月に完成時の支給割合として、12％に引上げ

３　公務運営
(1) 人材の確保・育成(省略)
　ア　多彩な人材の確保と採用制度

(ｱ)採用が困難な専門職種について、人材確保に向け、県行政に携わることの魅力について情報発信を強化するなど人材確保に向けた取り組みを積極的に実施

(ｲ)身体障害者を対象として実施してきた採用選考の門戸を広げた。任命権者には、今後、障害者の採用を計画的に行うとともに、採用後の配置にあたっての障がいの状況に応じた適切な配慮を要請

　イ　人材育成とキャリア形成(省略)

ウ　女性職員の活躍推進

(ｱ)出産・子育て等で職業生活を分断されがちな女性職員に対しての将来のキャリアを考える研修等を通じた支援に加え、テレワークなど、柔軟に働くことができる環境をさらに充実していくことが重要

(ｲ)今後も民間企業の取り組みなども参考としながら女性職員の活躍を推進するための方策について調査研究
(2) 働き方改革と勤務環境の整備

　ア働き方改革による長時間労働是正等の取組み
(ｱ)長時間労働の是正を図ることは、健康保持やワーク・ライフ・バランスの実現のみならず、多彩で優位な人材の確保や、一人ひとりがその能力を十分に発揮できる職場環境を整備するうえでも重要な課題

(ｲ)本県の働き方改革の取組みは、数値目標を達成できなかったものの、改善が図られており、任命権者が民間企業や国の状況を注視しながら、長時間労働の是正に向けた取組みをさらに推し進めていくことを要請
イ　仕事と家庭の両立支援と職員が能力をより発揮できる勤務環境の整備(省略)
ウ　健康管理対策の推進(省略)
エ　職場におけるハラスメントの防止(省略)
オ　非常勤職員等の勤務条件

(ｱ)非常勤職員等についても、高い意欲を持ち能力を十分に発揮して勤務するために、適切な勤務条件を整備することが重要。国等の動向に留意しつつ、非常勤職員等の勤務条件の改善が図られるよう検討することが必要
(ｲ)会計年度任用職員制度の円滑な導入に向けて、勤務条件の検討を引き続き進めることが必要
 (3) 高齢層職員を巡る状況

　ア　新規再任用職員に占めるフルタイム勤務者の割合は年々増加し、今年度は約95％に達しており、再任用職員の知識や経験を最大限に活用するとともに、一人ひとりが生き生きと意欲を持って活躍できる環境整備が必要

　イ　人事院は、本年の報告・勧告にあわせ、定年を段階的に65歳に引上げるための国家公務員法等の改正についての意見を申出

　ウ　定年の引き上げは、職員の人事管理に大きな影響を与えるため、今後、国から示されるスケジュールや詳細な制度設計等を注視しつつ検討
フルタイム再任用の格付け問題決着
4級標準となるも、指定年齢検診の対象に、短時間の格付けの改善に道筋を確保

　再任職員の格付け問題については、昨年の確定交渉以降、任命権者交渉を含めて交渉を積み重ねてきましたが、10月15日に当局から次のとおり最終的な回答がありました。
　県労連としては、〇再任用職員を指定年齢健康診断の対象とさせたこと、〇短時間再任用職員の格付けの改善に向けた道筋を確保できたこと、○現在5級の再任用者については、「本人の希望を尊重し、所属の状況を踏まえた上で、5級に相当する職への配置に努める。」ことを一定の到達点と判断し、妥結しました。
【当局回答】
①行政職１給料表適用のフルタイム再任用職員の給与の標準的な格付けは、平成31年4月1日以降、現行の5級を4級とする。
②現行の5級フルタイム再任用職員については、本人の希望を聞き、所属の状況も踏まえて極力希望に沿うようにしたい。また、来年度希望に添えない場合は、再来年度に向けても希望を聞いて対応する。
③短時間再任用職員のあり方について、定年延長に関して定年前短時間勤務職員の検討に合わせて、早期に話し合っていきたい。
④健康診断については、平成31年度から「指定年齢健康診断」の対象とするよう必要な調整を行う。
⑤行１再任用のこの間の経緯については、平成26年度から当分の間、5級ポストを開発することを前提に「5級標準」とした。しかし、フルタイム希望者の増加と配属等の希望を考慮すると、5級にふさわしいポストの確保が困難になった。これは当局の責任であり、お詫びしたい。当事者には丁寧な説明をしたい。
【県労連の主張】
〇新・旧とも、行政職1表の5級については、「高度な専門性を有する職」という理解でよいか。
〇現再任用者のうち5級の者は、「本人希望・職場状況」を尊重し、あらかじめ人事当局が枠を設けないこと。
〇現再任用者のうち4級となる者に対しては、所属任せとせず、人事当局が責任をもって誠実に対応し、了解を得るようにすること。
〇研究職については、昨年の第1回幹事団交渉で「（行１・教育）以外は行１に準じる」との提案のみで、その後交渉の場で、「どの給料表の何級を何級にするのか」など、具体的な提案は一切ない状況であり、これほど大きなマイナスを伴う課題について、「これまでと同様に」というのはあまりに乱暴で不誠実だ。今後このような交渉手法を改め、誠実かつ丁寧な交渉を行うこと。
〇定年延長に関して、60歳以降の働き方と併せて、並存する再任用の関係についても引き続き話し合うこと。
【当局再回答】
●来年度以降の行１の5級の想定は、高度の専門性のある職や出先の班長を想定している。現5級再任用職員については希望を聞く。枠をはめるものではない。
●現在の再任用職員の説明については所属で行うが、説明する内容は人事当局が用意する。
●研究職については、どこかの段階で当局が説明すべきだった。今後の交渉でこうしたことのないよう努めていきたい。
●定年延長との関係は、今後人事全般について話し合っていきたい。
県人事委員会勧告

・報告説明会を開きます！
○場所：本庁舎B1県労連会議室
○日時：10月23日（火）12:10～12:50
※予約の必要はありません。
※組合員の方は弁当代500円を補助します。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































